
政
令
第
八
十
八
号

関
税
定
率
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
等
に
関
す
る
政
令

内
閣
は
、
関
税
定
率
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
七
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
及
び
関
係
法
律
の

規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

（
関
税
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
一
条

関
税
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
九
年
政
令
第
百
五
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
第
五
十
九
条
の
十
七
」
を
「
第
五
十
九
条
の
十
九
」
に
改
め
る
。

第
二
条
第
二
項
第
二
号
中
「
第
二
七
一
〇
・
一
九
号
の
一
の
㈢
の
Ａ
の
⒝
の
⑴
」
を
「
第
二
七
一
〇
・
一
九
号
の
一
の
㈢

の
Ａ
の
⒝
」
に
改
め
る
。

第
十
三
条
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

５

法
第
十
五
条
第
十
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に

定
め
る
事
項
（
こ
れ
ら
の
事
項
が
変
更
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
変
更
さ
れ
る
前
の
内
容
を
含
む
。
）
と
す
る
。

一

予
約
者
（
法
第
十
五
条
第
十
項
に
規
定
す
る
予
約
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
関
す
る
事
項

氏
名
、
国
籍
、
生



年
月
日
、
性
別
、
旅
券
の
番
号
、
発
行
年
月
日
及
び
有
効
期
間
満
了
の
日
、
出
発
地
並
び
に
最
終
目
的
地
そ
の
他
財
務

省
令
で
定
め
る
事
項

二

予
約
者
に
係
る
予
約
の
内
容
に
関
す
る
事
項

予
約
が
行
わ
れ
た
年
月
日
、
当
該
予
約
に
係
る
航
空
券
の
番
号
、
発

行
年
月
日
、
発
行
場
所
及
び
支
払
方
法
、
座
席
の
位
置
を
示
す
番
号
（
以
下
「
座
席
番
号
」
と
い
う
。
）
、
航
空
機
の

旅
客
運
賃
の
等
級
、
当
該
予
約
者
の
旅
行
の
日
程
、
当
該
予
約
に
係
る
他
の
予
約
者
の
氏
名
、
当
該
予
約
に
係
る
旅
行

業
者
（
旅
行
業
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
三
十
九
号
）
第
六
条
の
四
第
一
項
（
変
更
登
録
等
）
に
規
定
す
る
旅

行
業
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
が
あ
る
と
き
は
そ
の
名
称
並
び
に
当
該
予
約
者
の
国
内
に
お
け
る
居
所
及
び
連
絡
先

そ
の
他
財
務
省
令
で
定
め
る
事
項

三

予
約
者
の
携
帯
品
に
関
す
る
事
項

予
約
者
が
搭
乗
す
る
外
国
貿
易
機
に
積
み
込
む
も
の
と
し
て
航
空
運
送
事
業
者

（
法
第
十
五
条
第
十
項
に
規
定
す
る
航
空
運
送
事
業
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
が
受
託
し
た
携
帯
品
の
個
数
及
び
重

量
そ
の
他
財
務
省
令
で
定
め
る
事
項

四

予
約
者
が
外
国
貿
易
機
に
搭
乗
す
る
た
め
の
手
続
に
関
す
る
事
項

搭
乗
す
る
た
め
の
手
続
を
し
た
時
刻
そ
の
他
財

務
省
令
で
定
め
る
事
項



６

法
第
十
五
条
第
十
一
項
前
段
の
規
定
に
よ
る
報
告
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め

る
時
ま
で
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

前
項
第
一
号
及
び
第
二
号
に
定
め
る
事
項

法
第
十
五
条
第
十
項
の
規
定
に
よ
る
税
関
長
の
求
め
が
あ
つ
た
時
か
ら

六
十
分
を
経
過
す
る
時

二

前
項
第
三
号
及
び
第
四
号
に
定
め
る
事
項

法
第
十
五
条
第
十
項
の
規
定
に
よ
る
税
関
長
の
求
め
が
あ
つ
た
時
か
ら

三
十
分
を
経
過
す
る
時

第
十
四
条
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

８

法
第
十
五
条
の
三
第
四
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各

号
に
定
め
る
事
項
（
こ
れ
ら
の
事
項
が
変
更
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
変
更
さ
れ
る
前
の
内
容
を
含
む
。
）
と
す
る
。

一

予
約
者
に
関
す
る
事
項

氏
名
、
国
籍
、
生
年
月
日
、
性
別
、
旅
券
の
番
号
、
発
行
年
月
日
及
び
有
効
期
間
満
了
の

日
、
出
発
地
並
び
に
最
終
目
的
地
そ
の
他
財
務
省
令
で
定
め
る
事
項

二

予
約
者
に
係
る
予
約
の
内
容
に
関
す
る
事
項

予
約
が
行
わ
れ
た
年
月
日
、
当
該
予
約
に
係
る
航
空
券
の
番
号
、
発

行
年
月
日
、
発
行
場
所
及
び
支
払
方
法
、
座
席
番
号
、
航
空
機
の
旅
客
運
賃
の
等
級
、
当
該
予
約
者
の
旅
行
の
日
程
、



当
該
予
約
に
係
る
他
の
予
約
者
の
氏
名
、
当
該
予
約
に
係
る
旅
行
業
者
が
あ
る
と
き
は
そ
の
名
称
並
び
に
当
該
予
約
者

の
国
内
に
お
け
る
居
所
及
び
連
絡
先
そ
の
他
財
務
省
令
で
定
め
る
事
項

三

予
約
者
の
携
帯
品
に
関
す
る
事
項

予
約
者
が
搭
乗
す
る
特
殊
航
空
機
（
法
第
十
五
条
の
三
第
四
項
に
規
定
す
る
特

殊
航
空
機
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
積
み
込
む
も
の
と
し
て
航
空
運
送
事
業
者
が
受
託
し
た
携
帯
品
の
個
数
及
び
重

量
そ
の
他
財
務
省
令
で
定
め
る
事
項

四

予
約
者
が
特
殊
航
空
機
に
搭
乗
す
る
た
め
の
手
続
に
関
す
る
事
項

搭
乗
す
る
た
め
の
手
続
を
し
た
時
刻
そ
の
他
財

務
省
令
で
定
め
る
事
項

９

法
第
十
五
条
の
三
第
五
項
前
段
の
規
定
に
よ
る
報
告
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定

め
る
時
ま
で
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

前
項
第
一
号
及
び
第
二
号
に
定
め
る
事
項

法
第
十
五
条
の
三
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
税
関
長
の
求
め
が
あ
つ
た
時

か
ら
六
十
分
を
経
過
す
る
時

二

前
項
第
三
号
及
び
第
四
号
に
定
め
る
事
項

法
第
十
五
条
の
三
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
税
関
長
の
求
め
が
あ
つ
た
時

か
ら
三
十
分
を
経
過
す
る
時



第
十
六
条
の
三
第
四
項
第
一
号
中
「
法
第
十
八
条
の
二
第
三
項
に
規
定
す
る
」
を
削
る
。

第
十
八
条
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

３

法
第
二
十
条
第
三
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に

定
め
る
事
項
（
こ
れ
ら
の
事
項
が
変
更
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
変
更
さ
れ
る
前
の
内
容
を
含
む
。
）
と
す
る
。

一

予
約
者
に
関
す
る
事
項

氏
名
、
国
籍
、
生
年
月
日
、
性
別
、
旅
券
の
番
号
、
発
行
年
月
日
及
び
有
効
期
間
満
了
の

日
、
出
発
地
並
び
に
最
終
目
的
地
そ
の
他
財
務
省
令
で
定
め
る
事
項

二

予
約
者
に
係
る
予
約
の
内
容
に
関
す
る
事
項

予
約
が
行
わ
れ
た
年
月
日
、
当
該
予
約
に
係
る
航
空
券
の
番
号
、
発

行
年
月
日
、
発
行
場
所
及
び
支
払
方
法
、
座
席
番
号
、
航
空
機
の
旅
客
運
賃
の
等
級
、
当
該
予
約
者
の
旅
行
の
日
程
、

当
該
予
約
に
係
る
他
の
予
約
者
の
氏
名
、
当
該
予
約
に
係
る
旅
行
業
者
が
あ
る
と
き
は
そ
の
名
称
並
び
に
当
該
予
約
者

の
国
内
に
お
け
る
居
所
及
び
連
絡
先
そ
の
他
財
務
省
令
で
定
め
る
事
項

三

予
約
者
の
携
帯
品
に
関
す
る
事
項

予
約
者
が
搭
乗
す
る
外
国
貿
易
機
に
積
み
込
む
も
の
と
し
て
航
空
運
送
事
業
者

が
受
託
し
た
携
帯
品
の
個
数
及
び
重
量
そ
の
他
財
務
省
令
で
定
め
る
事
項

四

予
約
者
が
外
国
貿
易
機
に
搭
乗
す
る
た
め
の
手
続
に
関
す
る
事
項

搭
乗
す
る
た
め
の
手
続
を
し
た
時
刻
そ
の
他
財



務
省
令
で
定
め
る
事
項

４

法
第
二
十
条
第
四
項
前
段
の
規
定
に
よ
る
報
告
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る

時
ま
で
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

前
項
第
一
号
及
び
第
二
号
に
定
め
る
事
項

法
第
二
十
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
税
関
長
の
求
め
が
あ
つ
た
時
か
ら

六
十
分
を
経
過
す
る
時

二

前
項
第
三
号
及
び
第
四
号
に
定
め
る
事
項

法
第
二
十
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
税
関
長
の
求
め
が
あ
つ
た
時
か
ら

三
十
分
を
経
過
す
る
時

第
十
八
条
の
二
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

８

法
第
二
十
条
の
二
第
四
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各

号
に
定
め
る
事
項
（
こ
れ
ら
の
事
項
が
変
更
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
変
更
さ
れ
る
前
の
内
容
を
含
む
。
）
と
す
る
。

一

予
約
者
に
関
す
る
事
項

氏
名
、
国
籍
、
生
年
月
日
、
性
別
、
旅
券
の
番
号
、
発
行
年
月
日
及
び
有
効
期
間
満
了
の

日
、
出
発
地
並
び
に
最
終
目
的
地
そ
の
他
財
務
省
令
で
定
め
る
事
項

二

予
約
者
に
係
る
予
約
の
内
容
に
関
す
る
事
項

予
約
が
行
わ
れ
た
年
月
日
、
当
該
予
約
に
係
る
航
空
券
の
番
号
、
発



行
年
月
日
、
発
行
場
所
及
び
支
払
方
法
、
座
席
番
号
、
航
空
機
の
旅
客
運
賃
の
等
級
、
当
該
予
約
者
の
旅
行
の
日
程
、

当
該
予
約
に
係
る
他
の
予
約
者
の
氏
名
、
当
該
予
約
に
係
る
旅
行
業
者
が
あ
る
と
き
は
そ
の
名
称
並
び
に
当
該
予
約
者

の
国
内
に
お
け
る
居
所
及
び
連
絡
先
そ
の
他
財
務
省
令
で
定
め
る
事
項

三

予
約
者
の
携
帯
品
に
関
す
る
事
項

予
約
者
が
搭
乗
す
る
特
殊
航
空
機
に
積
み
込
む
も
の
と
し
て
航
空
運
送
事
業
者

が
受
託
し
た
携
帯
品
の
個
数
及
び
重
量
そ
の
他
財
務
省
令
で
定
め
る
事
項

四

予
約
者
が
特
殊
航
空
機
に
搭
乗
す
る
た
め
の
手
続
に
関
す
る
事
項

搭
乗
す
る
た
め
の
手
続
を
し
た
時
刻
そ
の
他
財

務
省
令
で
定
め
る
事
項

９

法
第
二
十
条
の
二
第
五
項
前
段
の
規
定
に
よ
る
報
告
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定

め
る
時
ま
で
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

前
項
第
一
号
及
び
第
二
号
に
定
め
る
事
項

法
第
二
十
条
の
二
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
税
関
長
の
求
め
が
あ
つ
た
時

か
ら
六
十
分
を
経
過
す
る
時

二

前
項
第
三
号
及
び
第
四
号
に
定
め
る
事
項

法
第
二
十
条
の
二
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
税
関
長
の
求
め
が
あ
つ
た
時

か
ら
三
十
分
を
経
過
す
る
時



第
五
十
八
条
第
四
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

四

輸
出
の
許
可
を
受
け
る
た
め
に
貨
物
を
入
れ
る
保
税
地
域
等
（
法
第
六
十
七
条
の
二
第
一
項
（
輸
出
申
告
又
は
輸
入

申
告
の
手
続
）
に
規
定
す
る
保
税
地
域
等
を
い
う
。
第
五
十
九
条
の
四
及
び
第
五
十
九
条
の
七
に
お
い
て
同
じ
。
）
の

名
称
及
び
所
在
地

第
五
十
九
条
の
三
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
五
十
九
条
の
三

削
除

第
五
十
九
条
の
四
の
見
出
し
を
「
（
輸
入
申
告
の
手
続
の
特
例
）
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
第
六
十
七
条
の
二
第
一

項
第
一
号
」
を
「
第
六
十
七
条
の
二
第
二
項
第
一
号
」
に
、
「
時
期
」
を
「
手
続
」
に
改
め
、
「
（
保
税
地
域
又
は
同
項
に

規
定
す
る
税
関
長
が
指
定
し
た
場
所
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
を
削
り
、
「
輸
出
申
告
又
は
輸
入
申
告

を
す
る
」
を
「
輸
入
申
告
を
す
る
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
こ
れ
ら
の
申
告
」
を
「
輸
入
申
告
」
に
改
め
、
同
項
第
二

号
中
「
こ
れ
ら
の
申
告
」
を
「
輸
入
申
告
」
に
改
め
、
「
船
舶
」
の
下
に
「
（
以
下
「
は
し
け
等
」
と
い
う
。
）
」
を
加
え

、
同
項
第
四
号
中
「
こ
れ
ら
の
申
告
」
を
「
輸
入
申
告
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
第
二
号
中
「
船
舶
又
は
は
し
け
」
を
「
外

国
貿
易
船
又
は
は
し
け
等
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
第
六
十
七
条
の
二
第
一
項
第
二
号
」
を
「
第
六
十
七
条
の
二
第
二



項
第
二
号
」
に
改
め
る
。

第
五
十
九
条
の
五
第
一
項
中
「
第
六
十
七
条
の
二
第
一
項
（
輸
出
申
告
又
は
輸
入
申
告
の
時
期
）
の
規
定
の
適
用
を
受
け

な
い
」
を
「
第
六
十
七
条
の
三
第
一
項
（
輸
出
申
告
の
特
例
）
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
」
に
改
め
、
「
省
略
さ
せ
る
」
と

」
の
下
に
「
、
同
条
第
四
号
中
「
輸
出
の
許
可
を
受
け
る
た
め
に
貨
物
を
入
れ
る
保
税
地
域
等
（
法
第
六
十
七
条
の
二
第
一

項
（
輸
出
申
告
又
は
輸
入
申
告
の
手
続
）
に
規
定
す
る
保
税
地
域
等
を
い
う
。
第
五
十
九
条
の
四
及
び
第
五
十
九
条
の
七
に

お
い
て
同
じ
。
）
の
名
称
及
び
所
在
地
」
と
あ
る
の
は
「
貨
物
が
置
か
れ
て
い
る
場
所
及
び
貨
物
を
外
国
貿
易
船
等
に
積
み

込
も
う
と
す
る
開
港
、
税
関
空
港
又
は
不
開
港
の
所
在
地
」
と
」
を
加
え
る
。

第
五
章
第
二
節
中
第
五
十
九
条
の
十
七
を
第
五
十
九
条
の
十
九
と
し
、
第
五
十
九
条
の
十
四
か
ら
第
五
十
九
条
の
十
六
ま

で
を
二
条
ず
つ
繰
り
下
げ
る
。

第
五
十
九
条
の
十
三
を
削
る
。

第
五
十
九
条
の
十
二
第
一
項
中
「
第
六
十
七
条
の
十
」
を
「
第
六
十
七
条
の
十
二
」
に
、
「
第
六
十
七
条
の
四
各
号
」
を

「
第
六
十
七
条
の
六
各
号
」
に
、
「
第
六
十
七
条
の
八
第
一
項
第
一
号
」
を
「
第
六
十
七
条
の
十
第
一
項
第
一
号
」
に
改
め

、
同
条
第
二
項
中
「
第
六
十
七
条
の
十
」
を
「
第
六
十
七
条
の
十
二
」
に
改
め
、
同
条
を
第
五
十
九
条
の
十
五
と
す
る
。



第
五
十
九
条
の
十
一
中
「
第
六
十
七
条
の
九
」
を
「
第
六
十
七
条
の
十
一
」
に
改
め
、
同
条
を
第
五
十
九
条
の
十
四
と
す

る
。第

五
十
九
条
の
十
中
「
第
六
十
七
条
の
七
」
を
「
第
六
十
七
条
の
九
」
に
改
め
、
同
条
を
第
五
十
九
条
の
十
三
と
す
る
。

第
五
十
九
条
の
九
第
一
項
中
「
第
三
十
条
第
一
項
第
五
号
（
外
国
貨
物
を
置
く
場
所
の
制
限
）
」
を
「
第
六
十
七
条
の
八

第
一
項
（
帳
簿
の
備
付
け
等
）
」
に
改
め
、
「
以
下
」
の
下
に
「
こ
の
条
及
び
第
五
十
九
条
の
十
五
に
お
い
て
」
を
加
え
、

同
条
第
二
項
中
「
第
六
十
七
条
の
六
第
一
項
（
帳
簿
の
備
付
け
等
）
」
を
「
第
六
十
七
条
の
八
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第

六
項
中
「
第
六
十
七
条
の
六
第
二
項
」
を
「
第
六
十
七
条
の
八
第
二
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
五
十
九
条
の
十
二
と
す
る
。

第
五
十
九
条
の
八
第
一
項
第
三
号
中
「
第
六
十
七
条
の
四
第
一
号
イ
」
を
「
第
六
十
七
条
の
六
第
一
号
イ
」
に
改
め
、
同

条
第
二
項
中
「
第
六
十
七
条
の
四
第
三
号
」
を
「
第
六
十
七
条
の
六
第
三
号
」
に
改
め
、
同
条
を
第
五
十
九
条
の
十
と
し
、

同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
特
例
輸
出
貨
物
の
廃
棄
の
届
出
等
）

第
五
十
九
条
の
十
一

第
二
十
九
条
の
規
定
は
法
第
六
十
七
条
の
五
（
特
例
輸
出
貨
物
の
亡
失
等
の
届
出
）
に
お
い
て
準
用

す
る
法
第
三
十
四
条
本
文
（
外
国
貨
物
の
廃
棄
）
の
規
定
に
よ
る
届
出
に
つ
い
て
、
第
三
十
八
条
の
二
の
規
定
は
法
第
六



十
七
条
の
五
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
四
十
五
条
第
三
項
（
許
可
を
受
け
た
者
の
関
税
の
納
付
義
務
等
）
の
規
定
に
よ
る

届
出
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
二
十
九
条
中
「
廃
棄
し
よ
う
と
す
る
貨
物
」
と
あ
る

の
は
「
廃
棄
し
よ
う
と
す
る
貨
物
に
係
る
輸
出
の
許
可
書
の
番
号
、
当
該
貨
物
」
と
、
第
三
十
八
条
の
二
第
一
号
中
「
外

国
貨
物
が
置
か
れ
て
い
た
保
税
蔵
置
場
の
名
称
及
び
所
在
地
」
と
あ
る
の
は
「
外
国
貨
物
に
係
る
輸
出
の
許
可
書
の
番
号

」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
五
十
九
条
の
七
第
四
号
中
「
第
五
十
九
条
の
十
四
第
一
項
第
二
号
」
を
「
第
五
十
九
条
の
十
六
第
一
項
第
二
号
」
に
改

め
、
同
条
を
第
五
十
九
条
の
九
と
し
、
第
五
十
九
条
の
六
を
第
五
十
九
条
の
八
と
し
、
第
五
十
九
条
の
五
の
次
に
次
の
二
条

を
加
え
る
。

（
外
国
貿
易
船
に
準
ず
る
船
舶
）

第
五
十
九
条
の
六

法
第
六
十
七
条
の
三
第
二
項
（
輸
出
申
告
の
特
例
）
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
船
舶
は
、
は
し
け
等

と
す
る
。

（
貨
物
を
外
国
貿
易
船
等
に
積
み
込
ん
だ
状
態
で
輸
出
申
告
を
す
る
こ
と
の
承
認
の
手
続
）

第
五
十
九
条
の
七

法
第
六
十
七
条
の
三
第
二
項
（
輸
出
申
告
の
特
例
）
の
規
定
に
よ
る
税
関
長
の
承
認
を
受
け
る
こ
と
が



で
き
る
場
合
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
と
す
る
。

一

輸
出
申
告
に
係
る
貨
物
を
他
の
貨
物
と
混
載
す
る
こ
と
な
く
外
国
貿
易
船
に
積
み
込
ん
だ
状
態
で
法
第
六
十
七
条
（

輸
出
又
は
輸
入
の
許
可
）
の
検
査
及
び
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
（
当
該
貨
物
の
性
質
、
形
状
及
び
積
付
け
の
状

況
が
同
条
の
検
査
を
行
う
の
に
支
障
が
な
く
、
か
つ
、
輸
出
の
許
可
を
受
け
る
た
め
に
当
該
貨
物
を
保
税
地
域
等
に
入

れ
る
こ
と
が
不
適
当
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
限
る
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）

二

輸
出
申
告
に
係
る
貨
物
の
外
国
貿
易
船
に
対
す
る
積
込
み
の
際
、
当
該
貨
物
を
他
の
貨
物
と
混
載
す
る
こ
と
な
く
は

し
け
等
に
積
み
込
み
、
そ
の
状
態
で
法
第
六
十
七
条
の
検
査
及
び
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合

２

前
項
の
承
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
そ
の
承
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
貨
物
に
つ
い
て
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を

記
載
し
た
申
請
書
を
税
関
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
税
関
長
は
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
事
項
の
記
載

の
必
要
が
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
必
要
が
な
い
と
認
め
る
事
項
の
記
載
を
省
略
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

貨
物
の
記
号
、
番
号
、
品
名
及
び
数
量

二

外
国
貿
易
船
又
は
は
し
け
等
の
名
称
及
び
係
留
場
所
並
び
に
外
国
貿
易
船
又
は
は
し
け
等
に
お
け
る
貨
物
の
積
付
け

の
状
況



三

当
該
承
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
理
由

四

そ
の
他
参
考
と
な
る
べ
き
事
項

第
六
十
一
条
第
一
項
第
二
号
中
「
メ
キ
シ
コ
協
定
」
を
「
経
済
上
の
連
携
の
強
化
に
関
す
る
日
本
国
と
メ
キ
シ
コ
合
衆
国

と
の
間
の
協
定
」
に
改
め
る
。

第
八
十
五
条
第
一
号
中
「
事
前
教
示
」
を
「
申
告
」
に
改
め
、
「
入
港
手
続
）
」
の
下
に
「
、
第
十
五
条
の
三
（
特
殊
船

舶
等
の
入
港
手
続
）
」
を
、
「
簡
易
手
続
）
」
の
下
に
「
、
第
十
八
条
の
二
（
特
殊
船
舶
等
の
入
出
港
の
簡
易
手
続
）
」
を

、
「
出
入
）
」
の
下
に
「
、
第
二
十
条
の
二
（
特
殊
船
舶
の
不
開
港
へ
の
出
入
）
」
を
加
え
、
「
仮
陸
揚
げ
」
を
「
仮
陸
揚

」
に
改
め
る
。

第
九
十
二
条
第
一
項
第
一
号
イ
中
「
第
六
十
七
条
の
十
及
び
」
を
「
第
六
十
七
条
の
十
二
及
び
」
に
、
「
第
六
十
七
条
の

七
」
を
「
第
六
十
七
条
の
九
」
に
、
「
第
六
十
七
条
の
九
」
を
「
第
六
十
七
条
の
十
一
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
イ
中
「
第

六
十
七
条
の
七
、
第
六
十
七
条
の
九
」
を
「
第
六
十
七
条
の
九
、
第
六
十
七
条
の
十
一
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
同
号

の
」
を
「
同
項
第
一
号
若
し
く
は
第
二
号
の
」
に
、
「
当
該
」
を
「
こ
れ
ら
の
号
に
掲
げ
る
」
に
改
め
る
。

「

香

川

詫

間



「

別
表
第
一
中

香

川

詫

間

を

に
改
め
る
。

」

香

川

多

度

津

」

（
関
税
暫
定
措
置
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
二
条

関
税
暫
定
措
置
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
五
年
政
令
第
六
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
中
「
第
二
七
一
○
・
一
一
号
の
一
の 

の
Ｃ
の 

」
を
「
第
二
七
一
○
・
一
一
号
の
一
の 

の
Ｃ
」
に
改
め
る
。

第
五
条
中
「
第
二
七
一
○
・
一
一
号
の
一
の 

の
Ｂ
の 

の

及
び 

の 

並
び
に
第
二
七
一
○
・
一
九
号
の
一
の 

の

Ｂ
の 

の

及
び 

の 

」
を
「
第
二
七
一
○
・
一
一
号
の
一
の 

の
Ｂ
の 

及
び 

並
び
に
第
二
七
一
○
・
一
九
号
の
一

の 

の
Ｂ
の 

及
び 

」
に
改
め
る
。

第
六
条
中
「
第
二
七
一
○
・
一
九
号
の
一
の 
の
Ａ
の 

の 

」
を
「
第
二
七
一
○
・
一
九
号
の
一
の 

の
Ａ
の 

」
に

改
め
る
。

第
十
四
条
第
一
項
中
「
保
税
蔵
置
場
に
」
及
び
「
総
合
保
税
地
域
に
」
を
削
り
、
「
申
請
が
さ
れ
た
」
を
「
申
請
（
以
下

こ
の
項
及
び
第
二
十
八
条
に
お
い
て
「
蔵
入
れ
申
請
等
」
と
い
う
。
）
が
さ
れ
た
」
に
、
「
当
該
承
認
の
申
請
」
を
「
当
該

蔵
入
れ
申
請
等
」
に
、
「
統
計
の
作
成
」
を
「
証
明
書
類
の
交
付
及
び
統
計
の
閲
覧
等
」
に
、
「
平
成
二
十
二
年
度
」
を
「



平
成
二
十
三
年
度
」
に
改
め
る
。

第
二
十
五
条
第
二
項
第
一
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一

別
表
第
一
の
第
七
八
号
に
掲
げ
る
国
を
原
産
地
と
す
る
関
税
率
表
第
三
五
・
○
五
項
に
掲
げ
る
物
品
で
あ
つ
て
、
平

成
二
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
輸
入
さ
れ
る
も
の
（
第
四
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）

第
二
十
五
条
第
二
項
第
三
号
を
同
項
第
五
号
と
し
、
同
項
第
二
号
を
同
項
第
四
号
と
し
、
同
項
第
一
号
の
次
に
次
の
二
号

を
加
え
る
。

二

別
表
第
一
の
第
八
三
号
に
掲
げ
る
国
を
原
産
地
と
す
る
次
に
掲
げ
る
物
品
で
あ
つ
て
、
平
成
二
十
六
年
三
月
三
十
一

日
ま
で
に
輸
入
さ
れ
る
も
の

イ

関
税
率
表
第
○
七
○
六
・
九
○
号
に
掲
げ
る
物
品
の
う
ち
ご
ぼ
う
、
同
表
第
○
七
○
九
・
五
九
号
に
掲
げ
る
物
品

の
う
ち
ま
つ
た
け
、
同
表
第
○
七
一
二
・
九
○
号
の
二
に
掲
げ
る
物
品
の
う
ち
た
け
の
こ
、
同
表
第
○
九
一
○
・
一

○
号
の
二
の
㈡
に
掲
げ
る
物
品
、
同
表
第
一
二
一
一
・
九
○
号
の
四
に
掲
げ
る
物
品
（
び
や
く
だ
ん
及
び
は
と
む
ぎ

以
外
の
も
の
に
限
る
。
）
、
同
表
第
一
六
○
四
・
一
一
号
に
掲
げ
る
物
品
（
気
密
容
器
入
り
の
も
の
以
外
の
も
の
に

限
る
。
）
、
同
表
第
一
六
○
四
・
一
五
号
に
掲
げ
る
物
品
、
同
表
第
一
六
○
四
・
一
九
号
に
掲
げ
る
物
品
（
節
類
以



外
の
も
の
に
限
る
。
）
、
同
表
第
一
六
○
五
・
一
○
号
の
二
に
掲
げ
る
物
品
（
米
を
含
む
も
の
以
外
の
も
の
に
限
る

。
）
、
同
表
第
一
六
○
五
・
九
○
号
の
二
の
㈢
に
掲
げ
る
物
品
の
う
ち
あ
わ
び
及
び
帆
立
貝
以
外
の
軟
体
動
物
（
気

密
容
器
入
り
の
も
の
以
外
の
も
の
に
限
る
。
）
並
び
に
帆
立
貝
、
同
表
第
二
○
○
一
・
九
○
号
の
二
の
㈤
に
掲
げ
る

物
品
の
う
ち
し
よ
う
が
並
び
に
同
表
第
二
二
○
六
・
○
○
号
の
二
の
㈡
の
Ｂ
の
⒝
に
掲
げ
る
物
品

ロ

関
税
率
表
第
二
七
・
○
四
項
、
第
二
八
・
○
九
項
、
第
二
八
・
二
五
項
、
第
二
八
・
二
七
項
、
第
二
八
・
三
四
項

、
第
二
八
・
三
五
項
、
第
二
八
・
三
九
項
、
第
二
八
・
四
一
項
、
第
二
八
・
四
三
項
、
第
二
八
・
四
九
項
、
第
二
九

・
○
四
項
、
第
二
九
・
三
八
項
、
第
三
六
・
○
四
項
、
第
三
八
・
○
一
項
、
第
三
八
・
○
二
項
、
第
三
八
・
○
六
項

、
第
三
八
・
一
四
項
、
第
三
八
・
一
六
項
、
第
三
九
・
二
三
項
、
第
三
九
・
二
四
項
、
第
三
九
・
二
六
項
、
第
四
四

・
一
二
項
、
第
四
四
・
一
九
項
か
ら
第
四
四
・
二
一
項
ま
で
、
第
四
六
・
○
一
項
、
第
四
六
・
○
二
項
、
第
五
一
・

○
七
項
、
第
五
五
・
一
三
項
、
第
五
六
・
○
七
項
、
第
五
六
・
○
八
項
、
第
五
七
・
○
二
項
、
第
五
七
・
○
三
項
、

第
五
七
・
○
五
項
、
第
五
八
・
○
六
項
、
第
六
二
・
一
三
項
、
第
六
二
・
一
四
項
、
第
六
二
・
一
六
項
、
第
六
二
・

一
七
項
、
第
六
三
・
○
一
項
か
ら
第
六
三
・
○
七
項
ま
で
、
第
六
五
・
○
五
項
、
第
六
五
・
○
六
項
、
第
六
六
・
○

一
項
、
第
六
七
・
○
二
項
、
第
六
九
・
○
二
項
、
第
六
九
・
○
七
項
、
第
六
九
・
○
八
項
、
第
六
九
・
一
一
項
、
第



六
九
・
一
二
項
、
第
七
一
・
一
六
項
、
第
七
四
・
○
六
項
、
第
七
四
・
一
一
項
、
第
七
六
・
○
七
項
、
第
七
九
・
○

七
項
、
第
八
一
・
○
四
項
、
第
八
一
・
一
○
項
、
第
八
一
・
一
一
項
、
第
八
二
・
一
一
項
、
第
八
二
・
一
三
項
、
第

八
二
・
一
五
項
、
第
八
三
・
○
一
項
、
第
八
三
・
○
二
項
、
第
八
三
・
○
六
項
、
第
八
五
・
四
四
項
、
第
九
○
・
○

三
項
、
第
九
四
・
○
四
項
、
第
九
四
・
○
五
項
、
第
九
五
・
○
三
項
、
第
九
五
・
○
五
項
か
ら
第
九
五
・
○
七
項
ま

で
、
第
九
六
・
○
三
項
、
第
九
六
・
○
八
項
、
第
九
六
・
一
三
項
又
は
第
九
六
・
一
七
項
に
掲
げ
る
物
品
（
法
第
八

条
の
二
第
一
項
第
二
号
及
び
第
三
号
に
規
定
す
る
税
率
の
適
用
を
受
け
る
も
の
に
限
り
、
法
第
七
条
の
三
第
一
項
に

規
定
す
る
協
定
税
率
が
無
税
と
さ
れ
て
い
る
も
の
を
除
く
。
）

三

別
表
第
一
の
第
一
一
五
号
に
掲
げ
る
国
を
原
産
地
と
す
る
関
税
率
表
第
二
一
○
一
・
一
一
号
の
二
の
㈡
に
掲
げ
る
物

品
で
あ
つ
て
、
平
成
二
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
輸
入
さ
れ
る
も
の

第
二
十
五
条
第
三
項
中
「
か
ら
第
一
四
二
号
ま
で
」
を
「
、
第
一
四
一
号
」
に
改
め
る
。

第
二
十
八
条
中
「
法
第
八
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
」
を
削
る
。

第
三
十
一
条
の
二
を
削
る
。

第
三
十
二
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



第
三
十
二
条

削
除

第
三
十
四
条
第
一
項
第
十
三
号
中
「
第
二
七
一
○
・
一
一
号
の
一
の 

の
Ｃ
の 

」
を
「
第
二
七
一
○
・
一
一
号
の
一
の

 

の
Ｃ
」
に
改
め
、
同
項
第
十
四
号
中
「
第
二
七
一
○
・
一
一
号
の
一
の 

の
Ｂ
の 

の

及
び
第
二
七
一
○
・
一
九
号
の

一
の 

の
Ｂ
の 
の

」
を
「
第
二
七
一
○
・
一
一
号
の
一
の 

の
Ｂ
の 

及
び
第
二
七
一
○
・
一
九
号
の
一
の 

の
Ｂ
の

 

」
に
改
め
、
同
項
第
十
五
号
中
「
第
二
七
一
○
・
一
一
号
の
一
の 

の 

及
び
第
二
七
一
○
・
一
九
号
の
一
の 

の 

」

を
「
第
二
七
一
○
・
一
一
号
の
一
の 

及
び
第
二
七
一
○
・
一
九
号
の
一
の 

」
に
改
め
、
同
項
第
十
六
号
中
「
第
二
七
一

○
・
一
九
号
の
一
の 

の
Ａ
の 
の 
」
を
「
第
二
七
一
○
・
一
九
号
の
一
の 

の
Ａ
の 

」
に
改
め
る
。

別
表
第
一
第
二
五
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

二
五

削
除

別
表
第
一
第
九
一
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

九
一

削
除

別
表
第
一
第
一
○
八
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一
○
八

削
除



別
表
第
二
中
第
五
号
を
削
り
、
第
六
号
を
第
五
号
と
し
、
第
七
号
を
第
六
号
と
し
、
第
八
号
を
第
七
号
と
す
る
。

（
税
関
関
係
手
数
料
令
の
一
部
改
正
）

第
三
条

税
関
関
係
手
数
料
令
（
昭
和
二
十
九
年
政
令
第
百
六
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
一
項
第
一
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一

五
百
平
方
メ
ー
ト
ル
未
満

九
千
五
百
円
（
当
該
許
可
を
受
け
る
者
が
電
子
情
報
処
理
組
織
（
電
子
情
報
処
理
組
織

に
よ
る
輸
出
入
等
関
連
業
務
の
処
理
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
二
年
法
律
第
五
十
四
号
）
第
二
条
第
一
号
（
定
義

）
に
規
定
す
る
電
子
情
報
処
理
組
織
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
使
用
す
る
こ
と
の
で
き
る
者
と
し
て
財
務
大
臣
が
定

め
る
者
（
以
下
「
指
定
者
」
と
い
う
。
）
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
九
千
四
百
円
）

第
二
条
第
一
項
第
十
号
中
「
十
六
万
四
千
九
百
円
」
を
「
八
万
八
千
七
百
円
」
に
、
「
十
六
万
四
千
五
百
円
」
を
「
八
万

八
千
円
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
十
一
号
と
し
、
同
項
第
九
号
中
「
十
四
万
千
三
百
円
」
を
「
七
万
六
千
円
」
に
、
「
十

四
万
千
円
」
を
「
七
万
五
千
四
百
円
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
十
号
と
し
、
同
項
第
八
号
中
「
十
一
万
七
千
八
百
円
」
を

「
六
万
三
千
三
百
円
」
に
、
「
十
一
万
七
千
四
百
円
」
を
「
六
万
二
千
九
百
円
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
九
号
と
し
、
同

項
第
七
号
中
「
十
万
二
千
円
」
を
「
五
万
四
千
八
百
円
」
に
、
「
十
万
千
七
百
円
」
を
「
五
万
四
千
四
百
円
」
に
改
め
、
同



号
を
同
項
第
八
号
と
し
、
同
項
第
六
号
中
「
七
万
八
千
四
百
円
」
を
「
四
万
二
千
百
円
」
に
、
「
七
万
八
千
二
百
円
」
を
「

四
万
千
八
百
円
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
七
号
と
し
、
同
項
第
五
号
中
「
六
万
千
百
円
」
を
「
三
万
二
千
八
百
円
」
に
、

「
六
万
九
百
円
」
を
「
三
万
二
千
六
百
円
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
六
号
と
し
、
同
項
第
四
号
中
「
五
万
九
百
円
」
を
「

二
万
七
千
三
百
円
」
に
、
「
五
万
八
百
円
」
を
「
二
万
七
千
百
円
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
五
号
と
し
、
同
項
第
三
号
中

「
四
万
七
百
円
」
を
「
二
万
千
八
百
円
」
に
、
「
四
万
六
百
円
」
を
「
二
万
千
七
百
円
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
四
号
と

し
、
同
項
第
二
号
中
「
三
万
五
百
円
」
を
「
一
万
六
千
四
百
円
」
に
、
「
電
子
情
報
処
理
組
織
（
電
子
情
報
処
理
組
織
に
よ

る
輸
出
入
等
関
連
業
務
の
処
理
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
二
年
法
律
第
五
十
四
号
）
第
二
条
第
一
号
（
定
義
）
に
規
定

す
る
電
子
情
報
処
理
組
織
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
使
用
す
る
こ
と
の
で
き
る
者
と
し
て
財
務
大
臣
が
定
め
る
者
（
以
下

「
指
定
者
」
と
い
う
。
）
」
を
「
指
定
者
」
に
、
「
三
万
四
百
円
」
を
「
一
万
六
千
二
百
円
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
三

号
と
し
、
同
項
第
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二

五
百
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
千
平
方
メ
ー
ト
ル
未
満

一
万
二
千
二
百
円

第
二
条
第
二
項
中
「
八
万
八
千
二
百
円
」
を
「
五
万
六
千
九
百
円
」
に
改
め
る
。

第
三
条
第
一
項
第
一
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



一

二
千
五
百
平
方
メ
ー
ト
ル
未
満

六
千
八
百
円
（
当
該
許
可
を
受
け
る
者
が
指
定
者
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
六

千
七
百
円
）

第
三
条
第
一
項
第
五
号
中
「
十
万
二
千
円
」
を
「
五
万
四
千
八
百
円
」
に
、
「
十
万
千
七
百
円
」
を
「
五
万
四
千
四
百
円

」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
七
号
と
し
、
同
項
第
四
号
中
「
七
万
八
千
四
百
円
」
を
「
四
万
二
千
百
円
」
に
、
「
七
万
八
千

二
百
円
」
を
「
四
万
千
八
百
円
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
六
号
と
し
、
同
項
第
三
号
中
「
六
万
千
百
円
」
を
「
三
万
二
千

八
百
円
」
に
、
「
六
万
九
百
円
」
を
「
三
万
二
千
六
百
円
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
五
号
と
し
、
同
項
第
二
号
中
「
四
万

七
百
円
」
を
「
二
万
千
八
百
円
」
に
、
「
四
万
六
百
円
」
を
「
二
万
千
七
百
円
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
四
号
と
し
、
同

項
第
一
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

二

二
千
五
百
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
五
千
平
方
メ
ー
ト
ル
未
満

九
千
五
百
円
（
当
該
許
可
を
受
け
る
者
が
指
定
者
で
あ

る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
九
千
四
百
円
）

三

五
千
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
一
万
平
方
メ
ー
ト
ル
未
満

一
万
三
千
六
百
円
（
当
該
許
可
を
受
け
る
者
が
指
定
者
で
あ

る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
一
万
三
千
五
百
円
）

第
四
条
第
一
項
第
一
号
中
「
四
万
七
千
五
百
円
」
を
「
二
万
五
千
五
百
円
」
に
、
「
四
万
七
千
三
百
円
」
を
「
二
万
五
千



三
百
円
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
六
万
五
千
八
百
円
」
を
「
三
万
五
千
三
百
円
」
に
、
「
六
万
五
千
六
百
円
」
を
「
三

万
五
千
百
円
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
九
万
八
千
九
百
円
」
を
「
五
万
三
千
百
円
」
に
、
「
九
万
八
千
五
百
円
」
を
「

五
万
二
千
八
百
円
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中
「
十
二
万
三
百
円
」
を
「
六
万
四
千
七
百
円
」
に
、
「
十
二
万
円
」
を
「
六

万
四
千
二
百
円
」
に
改
め
、
同
項
第
五
号
中
「
十
四
万
三
千
九
百
円
」
を
「
七
万
七
千
四
百
円
」
に
、
「
十
四
万
三
千
五
百

円
」
を
「
七
万
六
千
八
百
円
」
に
改
め
、
同
項
第
六
号
中
「
十
六
万
八
千
円
」
を
「
九
万
三
百
円
」
に
、
「
十
六
万
七
千
五

百
円
」
を
「
八
万
九
千
六
百
円
」
に
改
め
、
同
項
第
七
号
中
「
十
九
万
二
千
百
円
」
を
「
十
万
三
千
二
百
円
」
に
、
「
十
九

万
千
五
百
円
」
を
「
十
万
二
千
四
百
円
」
に
改
め
、
同
項
第
八
号
中
「
二
十
一
万
六
千
二
百
円
」
を
「
十
一
万
六
千
百
円
」

に
、
「
二
十
一
万
五
千
五
百
円
」
を
「
十
一
万
五
千
二
百
円
」
に
改
め
、
同
項
第
九
号
中
「
二
十
四
万
三
百
円
」
を
「
十
二

万
九
千
円
」
に
、
「
二
十
三
万
九
千
五
百
円
」
を
「
十
二
万
八
千
円
」
に
改
め
る
。

（
輸
入
品
に
対
す
る
内
国
消
費
税
の
徴
収
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
四
条

輸
入
品
に
対
す
る
内
国
消
費
税
の
徴
収
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
三
十
年
政
令
第
百
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
条
第
二
項
中
「
同
号
」
を
「
同
項
第
一
号
若
し
く
は
第
二
号
」
に
、
「
当
該
」
を
「
こ
れ
ら
の
号
に
掲
げ
る
」
に



改
め
る
。

（
租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
五
条

租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
二
年
政
令
第
四
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
十
八
条
の
六
第
一
項
中
「
第
五
項
」
を
「
第
七
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
九
十
条
の
四
第
一
項
第
一
号
」

の
下
に
「
及
び
第
二
号
」
を
加
え
、
同
条
中
第
五
項
を
第
七
項
と
し
、
第
四
項
を
第
六
項
と
し
、
第
三
項
を
第
五
項
と
し
、

第
二
項
の
次
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

３

法
第
九
十
条
の
四
第
一
項
第
三
号
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
石
油
化
学
製
品
は
、
関
税
暫
定
措
置
法
施
行
令
第
五
条

に
規
定
す
る
物
品
と
す
る
。

４

法
第
九
十
条
の
四
第
一
項
第
四
号
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
本
邦
に
到
着
し
た
石
油
製
品
に
他
の
石

油
製
品
を
混
合
し
て
得
た
重
油
及
び
粗
油
は
、
関
税
暫
定
措
置
法
施
行
令
第
六
条
に
規
定
す
る
物
品
と
す
る
。

（
関
税
割
当
制
度
に
関
す
る
政
令
の
一
部
改
正
）

第
六
条

関
税
割
当
制
度
に
関
す
る
政
令
（
昭
和
三
十
六
年
政
令
第
百
五
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
○
四
○
一
・
一
○
号
、
第
○
四
○
一
・
二
○
号
、
第
○
四
○
一
・
三
○
号
、
第
○
四
○
三
・
一
○
号
、
第
○
四
○



三
・
九
○
号
、
第
○
四
○
四
・
九
○
号
、
第
一
八
○
六
・
二
○
号
、
第
一
八
○
六
・
九
○
号
、
第
一
九
○
一
・
一
○
号
、
第

一
九
○
一
・
二
○
号
、
第
一
九
○
一
・
九
○
号
、
第
二
一
○
一
・
一
二
号
、
第
二
一
○
一
・
二
○
号
、
第
二
一
○
六
・
一
○

号
及
び
第
二
一
○
六
・
九
○
号
の
項
、
第
○
四
○
二
・
一
○
号
、
第
○
四
○
二
・
二
一
号
及
び
第
○
四
○
二
・
二
九
号
の
項

、
第
○
四
○
二
・
一
○
号
及
び
第
○
四
○
二
・
二
一
号
の
項
、
第
○
四
○
二
・
九
一
号
の
項
、
第
○
四
○
四
・
一
○
号
の
項

、
第
○
四
○
四
・
一
○
号
及
び
第
○
四
○
四
・
九
○
号
の
項
並
び
に
第
○
四
○
五
・
一
○
号
及
び
第
○
四
○
五
・
九
○
号
の

項
中
「
平
成
二
二
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
三
年
三
月
三
一
日
ま
で
」
を
「
平
成
二
三
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
四
年
三
月

三
一
日
ま
で
」
に
改
め
る
。

別
表
第
○
四
○
六
・
一
○
号
、
第
○
四
○
六
・
四
○
号
及
び
第
○
四
○
六
・
九
○
号
の
項
中
「
平
成
二
二
年
四
月
一
日
か

ら
平
成
二
三
年
三
月
三
一
日
ま
で
」
を
「
平
成
二
三
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
四
年
三
月
三
一
日
ま
で
」
に
、
「
六
二
、
四

○
○
ト
ン
」
を
「
六
五
、
九
○
○
ト
ン
」
に
改
め
る
。

別
表
第
○
七
一
三
・
一
○
号
、
第
○
七
一
三
・
三
二
号
、
第
○
七
一
三
・
三
三
号
、
第
○
七
一
三
・
三
九
号
、
第
○
七
一

三
・
五
○
号
及
び
第
○
七
一
三
・
九
○
号
の
項
中
「
平
成
二
二
年
一
○
月
一
日
か
ら
平
成
二
三
年
三
月
三
一
日
ま
で
」
を
「

平
成
二
三
年
四
月
一
日
か
ら
同
年
九
月
三
○
日
ま
で
」
に
、
「
七
○
、
○
○
○
ト
ン
」
を
「
五
○
、
○
○
○
ト
ン
」
に
改
め



る
。別

表
第
一
○
○
五
・
九
○
号
の
項
中
「
平
成
二
二
年
一
○
月
一
日
か
ら
平
成
二
三
年
三
月
三
一
日
ま
で
」
を
「
平
成
二
三

年
四
月
一
日
か
ら
同
年
九
月
三
○
日
ま
で
」
に
、
「
二
、
一
○
四
、
○
○
○
ト
ン
」
を
「
二
、
一
○
○
、
○
○
○
ト
ン
」
に

、
「
平
成
二
二
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
三
年
三
月
三
一
日
ま
で
」
を
「
平
成
二
三
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
四
年
三
月
三

一
日
ま
で
」
に
、
「
三
七
五
、
九
○
○
ト
ン
」
を
「
三
七
六
、
○
○
○
ト
ン
」
に
、
「
四
七
、
○
○
○
ト
ン
」
を
「
五
一
、

○
○
○
ト
ン
」
に
、
「
六
五
、
二
○
○
ト
ン
」
を
「
六
五
、
九
○
○
ト
ン
」
に
改
め
る
。

別
表
第
一
一
○
七
・
一
○
号
及
び
第
一
一
○
七
・
二
○
号
の
項
中
「
平
成
二
二
年
一
○
月
一
日
か
ら
平
成
二
三
年
三
月
三

一
日
ま
で
」
を
「
平
成
二
三
年
四
月
一
日
か
ら
同
年
九
月
三
○
日
ま
で
」
に
、
「
二
四
六
、
○
○
○
ト
ン
」
を
「
二
八
四
、

一
○
○
ト
ン
」
に
改
め
る
。

別
表
第
一
一
○
八
・
一
二
号
、
第
一
一
○
八
・
一
三
号
、
第
一
一
○
八
・
一
四
号
、
第
一
一
○
八
・
一
九
号
、
第
一
一
○

八
・
二
○
号
、
第
一
九
○
一
・
二
○
号
及
び
第
一
九
○
一
・
九
○
号
の
項
中
「
平
成
二
二
年
一
○
月
一
日
か
ら
平
成
二
三
年

三
月
三
一
日
ま
で
」
を
「
平
成
二
三
年
四
月
一
日
か
ら
同
年
九
月
三
○
日
ま
で
」
に
、
「
七
八
、
五
○
○
ト
ン
」
を
「
八
三

、
五
○
○
ト
ン
」
に
改
め
る
。



別
表
第
一
二
○
二
・
一
○
号
及
び
第
一
二
○
二
・
二
○
号
の
項
並
び
に
第
一
二
一
二
・
九
九
号
の
項
中
「
平
成
二
二
年
四

月
一
日
か
ら
平
成
二
三
年
三
月
三
一
日
ま
で
」
を
「
平
成
二
三
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
四
年
三
月
三
一
日
ま
で
」
に
改
め

る
。別

表
第
一
七
○
三
・
一
○
号
及
び
第
一
七
○
三
・
九
○
号
の
項
中
「
平
成
二
二
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
三
年
三
月
三
一

日
ま
で
」
を
「
平
成
二
三
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
四
年
三
月
三
一
日
ま
で
」
に
、
「
一
○
、
○
○
○
ト
ン
」
を
「
六
、
○

○
○
ト
ン
」
に
改
め
る
。

別
表
第
一
八
○
六
・
二
○
号
の
項
中
「
平
成
二
二
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
三
年
三
月
三
一
日
ま
で
」
を
「
平
成
二
三
年

四
月
一
日
か
ら
平
成
二
四
年
三
月
三
一
日
ま
で
」
に
、
「
一
六
、
七
○
○
ト
ン
」
を
「
一
六
、
○
○
○
ト
ン
」
に
改
め
る
。

別
表
第
二
○
○
二
・
九
○
号
の
項
中
「
平
成
二
二
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
三
年
三
月
三
一
日
ま
で
」
を
「
平
成
二
三
年

四
月
一
日
か
ら
平
成
二
四
年
三
月
三
一
日
ま
で
」
に
、
「
三
七
、
一
○
○
ト
ン
」
を
「
三
五
、
四
○
○
ト
ン
」
に
改
め
る
。

別
表
第
二
○
○
八
・
二
○
号
の
項
及
び
第
二
一
○
六
・
九
○
号
の
項
中
「
平
成
二
二
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
三
年
三
月

三
一
日
ま
で
」
を
「
平
成
二
三
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
四
年
三
月
三
一
日
ま
で
」
に
改
め
る
。

別
表
第
四
一
○
一
・
二
○
号
、
第
四
一
○
一
・
五
○
号
、
第
四
一
○
一
・
九
○
号
、
第
四
一
○
四
・
一
一
号
、
第
四
一
○



四
・
一
九
号
、
第
四
一
○
四
・
四
一
号
、
第
四
一
○
四
・
四
九
号
、
第
四
一
○
七
・
一
一
号
、
第
四
一
○
七
・
一
二
号
、
第

四
一
○
七
・
一
九
号
、
第
四
一
○
七
・
九
一
号
、
第
四
一
○
七
・
九
二
号
及
び
第
四
一
○
七
・
九
九
号
の
項
並
び
に
第
四
一

○
五
・
三
○
号
、
第
四
一
○
六
・
二
二
号
、
第
四
一
一
二
・
○
○
号
及
び
第
四
一
一
三
・
一
○
号
の
項
中
「
平
成
二
二
年
四

月
一
日
か
ら
平
成
二
三
年
三
月
三
一
日
ま
で
」
を
「
平
成
二
三
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
四
年
三
月
三
一
日
ま
で
」
に
改
め

る
。別

表
第
五
○
○
一
・
○
○
号
及
び
第
五
○
○
二
・
○
○
号
の
項
中
「
平
成
二
二
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
三
年
三
月
三
一

日
ま
で
」
を
「
平
成
二
三
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
四
年
三
月
三
一
日
ま
で
」
に
、
「
九
六
五
ト
ン
」
を
「
九
二
二
ト
ン
」

に
改
め
る
。

別
表
第
六
四
○
三
・
二
○
号
、
第
六
四
○
三
・
四
○
号
、
第
六
四
○
三
・
五
一
号
、
第
六
四
○
三
・
五
九
号
、
第
六
四
○

三
・
九
一
号
、
第
六
四
○
三
・
九
九
号
、
第
六
四
○
四
・
一
九
号
、
第
六
四
○
四
・
二
○
号
、
第
六
四
○
五
・
一
○
号
及
び

第
六
四
○
五
・
九
○
号
の
項
中
「
平
成
二
二
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
三
年
三
月
三
一
日
ま
で
」
を
「
平
成
二
三
年
四
月
一

日
か
ら
平
成
二
四
年
三
月
三
一
日
ま
で
」
に
改
め
る
。

（
電
子
情
報
処
理
組
織
に
よ
る
輸
出
入
等
関
連
業
務
の
処
理
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
改
正
）



第
七
条

電
子
情
報
処
理
組
織
に
よ
る
輸
出
入
等
関
連
業
務
の
処
理
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
五
十
二
年
政
令
第
二
百

二
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
四
〇
号
中
「
第
六
十
七
条
の
二
第
一
項
第
一
号
」
を
「
第
六
十
七
条
の
二
第
二
項
第
一
号
」
に
、
「
時
期
）
の
」

を
「
手
続
）
の
」
に
、
「
輸
出
申
告
又
は
輸
入
申
告
の
時
期
の
」
を
「
輸
入
申
告
の
手
続
の
」
に
改
め
、
同
号
の
次
に
次
の

一
号
を
加
え
る
。

四
〇
の
二

関
税
法
第
六
十
七
条
の
三
第
二
項
（
輸
出
申
告
の
特
例
）
の
規
定
に
よ
る
承
認
の
申
請

別
表
第
四
一
号
中
「
第
六
十
七
条
の
十
二
（
特
定
輸
出
貨
物
」
を
「
第
六
十
七
条
の
五
（
特
例
輸
出
貨
物
」
に
改
め
る
。

（
消
費
税
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
八
条

消
費
税
法
施
行
令
（
昭
和
六
十
三
年
政
令
第
三
百
六
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
七
条
第
二
項
第
四
号
中
「
特
定
輸
出
貨
物
」
を
「
特
例
輸
出
貨
物
」
に
改
め
る
。

（
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
短
繊
維
に
対
し
て
課
す
る
不
当
廉
売
関
税
に
関
す
る
政
令
の
一
部
改
正
）

第
九
条

ポ
リ
エ
ス
テ
ル
短
繊
維
に
対
し
て
課
す
る
不
当
廉
売
関
税
に
関
す
る
政
令
（
平
成
十
四
年
政
令
第
二
百
六
十
二
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。



第
三
条
第
三
項
中
「
法
第
八
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
」
を
削
り
、
「
申
請
等
と
す
る
」
と
」
の
下
に
「
、
「
原
産
地

証
明
書
」
と
あ
る
の
は
「
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
短
繊
維
に
対
し
て
課
す
る
不
当
廉
売
関
税
に
関
す
る
政
令
第
三
条
第
一
項
又
は
第

二
項
の
書
類
」
と
」
を
加
え
る
。

（
電
解
二
酸
化
マ
ン
ガ
ン
に
対
し
て
課
す
る
不
当
廉
売
関
税
に
関
す
る
政
令
の
一
部
改
正
）

第
十
条

電
解
二
酸
化
マ
ン
ガ
ン
に
対
し
て
課
す
る
不
当
廉
売
関
税
に
関
す
る
政
令
（
平
成
二
十
年
政
令
第
百
九
十
六
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
三
項
中
「
法
第
八
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
」
を
削
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
政
令
は
、
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該
各
号
に

定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一

第
二
条
中
関
税
暫
定
措
置
法
施
行
令
第
二
十
五
条
の
改
正
規
定
（
「
か
ら
第
一
四
二
号
ま
で
」
を
「
、
第
一
四
一
号
」

に
改
め
る
部
分
に
限
る
。
）

平
成
二
十
三
年
七
月
一
日



二

第
一
条
（
関
税
法
施
行
令
第
二
条
の
改
正
規
定
、
同
令
第
五
十
九
条
の
三
の
改
正
規
定
、
同
令
第
六
十
一
条
の
改
正
規

定
、
同
令
第
九
十
二
条
の
改
正
規
定
（
「
同
号
の
」
を
「
同
項
第
一
号
若
し
く
は
第
二
号
の
」
に
、
「
当
該
」
を
「
こ
れ

ら
の
号
に
掲
げ
る
」
に
改
め
る
部
分
に
限
る
。
）
及
び
同
令
別
表
第
一
の
改
正
規
定
を
除
く
。
）
、
第
七
条
及
び
第
八
条

の
規
定

平
成
二
十
三
年
十
月
一
日

（
税
関
関
係
手
数
料
令
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
二
条

こ
の
政
令
の
施
行
前
に
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
税
関
関
係
手
数
料
令
（
以
下
「
旧
手
数
料
令
」
と
い
う
。

）
第
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
納
付
さ
れ
た
平
成
二
十
三
年
四
月
分
の
保
税
蔵
置
場
、
保
税
展
示
場
、
保
税
工
場
若
し
く

は
総
合
保
税
地
域
（
以
下
「
保
税
蔵
置
場
等
」
と
い
う
。
）
の
許
可
又
は
旧
手
数
料
令
第
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
工
場
の

承
認
に
係
る
手
数
料
の
額
が
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
税
関
関
係
手
数
料
令
（
以
下
「
新
手
数
料
令
」
と
い
う
。
）

の
規
定
に
よ
り
納
付
す
べ
き
同
月
分
の
保
税
蔵
置
場
等
の
許
可
又
は
新
手
数
料
令
第
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
工
場
の
承
認

に
係
る
手
数
料
の
額
を
超
え
る
こ
と
と
な
る
部
分
の
額
は
、
新
手
数
料
令
の
規
定
に
よ
り
納
付
す
べ
き
同
年
五
月
分
以
後
の

月
分
の
こ
れ
ら
の
手
数
料
の
額
に
順
次
に
充
当
す
る
。

２

こ
の
政
令
の
施
行
前
に
旧
手
数
料
令
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
前
納
さ
れ
た
平
成
二
十
三
年
四
月
分
以
後
の
保
税



蔵
置
場
等
の
許
可
又
は
旧
手
数
料
令
第
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
工
場
の
承
認
に
係
る
手
数
料
の
額
が
新
手
数
料
令
の
規
定

に
よ
り
納
付
す
べ
き
当
該
前
納
し
た
期
間
に
つ
い
て
の
保
税
蔵
置
場
等
の
許
可
又
は
新
手
数
料
令
第
八
条
第
一
項
に
規
定
す

る
工
場
の
承
認
に
係
る
手
数
料
の
額
を
超
え
る
こ
と
と
な
る
部
分
の
額
は
、
新
手
数
料
令
の
規
定
に
よ
り
納
付
す
べ
き
当
該

前
納
し
た
期
間
後
の
月
分
の
こ
れ
ら
の
手
数
料
の
額
に
順
次
に
充
当
す
る
。

３

前
二
項
に
規
定
す
る
超
え
る
こ
と
と
な
る
部
分
の
額
の
う
ち
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
り
充
当
さ
れ
る
べ
き
手
数
料
の
額
が

な
い
こ
と
に
よ
り
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
る
充
当
が
で
き
な
い
こ
と
と
な
る
部
分
の
額
は
、
請
求
に
よ
り
還
付
す
る
。




